安深催眠 -楓編-

シナリオ：佐藤光一

【0 - 注意事項】
この作品は催眠音声です。

聞いている方が深い催眠状態に入り、最終的に熟睡されることを想定して製作しております。

そのため、安全かつ他人に迷惑の掛からない環境でお聞き頂くことをお願い致します。

お車の運転中、もしくは危険な作業をしている最中にお聞きにならないようお願い致します。

仮に何かありましても、当サークルは一切の責任を負いません。

ご了承の上、本編をお楽しみ下さい。

【1 - イントロ】
いらっしゃいませ、お客様…催眠サロンへようこそ。

当店は、催眠をお客様にかけることで、ぐっすりと安眠して、リラックスしていただけるサービスを提供しております…

私は、この店に入って１年ほど務めている楓、と申します…

これから、お客様を私が担当して、催眠をかけさせていただきますね？

え…？　そ、そんなに見つめられたら、その、私…恥ずかしいです…見られるの…慣れてなくて…

え？　私の外見を見ていたわけじゃなくて、こういう店は始めてで、催眠というサービスに現実味がなかったから、もっと説明して欲しかった…ってことだったんですね？　す、すいません…
【2 - 準備運動】
うーん、口で説明するより、百聞は一見にしかずですね？

試しに、あなたを軽くぼーっと眠くさせてあげますね？

顔を動かさずに、真っ直ぐ前を見て…目だけを、私の合図で左右に動かしてくださいね？

それと…なんでもいいので何か考え事をしながらやってみてくれると嬉しいです…

最初は右からですからね？　それではいきますよ？　

はい、右…左…右…左…右…左…ちょっとそのまま続けてみてくださいね？

（数秒の間を置く）

どうですか？　これだけでなんだか頭がぼーっとして、考え事を続けられなくなってしまったでしょう？

こうやって、体のメカニズムを利用して、理性や緊張を弱め、想像力や無意識を表に出して、催眠術師の暗示を聞き入れやすくするのが、催眠の力なんです。

とりあえず、ぼーっとしてしまったあなたの目を覚まさせてあげますね？

今から私が３つ数えて手を叩くと、あなたは頭がスッキリはっきりします。

３，２，１，ハイッ！（手を叩く）

はい、目が覚めました！

どうですか？　目が覚めましたか？　催眠って面白そうだって、思ってくれたみたいですね？

それでは、早速始めましょう。

このベッドに横になってくださいね…？　私がそばにいて、ぐっすりとお休みさせてあげますから…

それではまずは、催眠にかかりやすくするために首をほぐす運動をするとしましょう…

今から私が、首を動かす方向を教えますから、その指示に従って、首だけを曲げるようにしてみてください。

それでは行きますよ？　最初は左からです。準備はいいですか？

はいっ！　左に首を曲げていく、ぐんぐん曲げていく、ちょっと痛みを感じるぐらいまで曲げる、もっともっと曲げる、ぐぐっと曲げていく…もうちょっと続けて…

はいっ！　首を楽にして、まっすぐ戻してください…

大丈夫ですか？　次は右に行きますよ？　

それでは行きます…

はいっ！　右に曲げていく、首をどんどん右に曲げていく、ちょっと痛いぐらいに曲げる、もうちょっと我慢して曲げる、あともう少しだけ曲げて…

はいっ！　首の力を抜いて、真っ直ぐ前を向いてください…

次は、体を動かさず首だけを前に倒して頭を枕から浮かせてください。いいですか？　いきますよ？

はい、首を前に曲げる、どんどん曲げる、お腹を見るように曲げる、できるところまで頑張って曲げる、もうちょっとだけ曲げて、あともう少しだけ曲げて…はい！　そのまま止めてください！　首を戻さないで！

今から、私が３つ数えて「はいっ」というと、あなたは首が戻っていって、枕にだんだん頭がついていってしまいます。

３，２，１，ハイッ！

どんどん、頭が戻っていく、どんどん戻っていく、枕めがけて戻っていく、吸い寄せられるように戻る、ぴたっと枕に頭が戻る、もう頭を起こせなくなる…さあ、起こしてみて？　絶対に起こすことはできません…！

どうですか？　首が動かせなくなりましたか？

もし、首が自由に動くようでも、まだまだ催眠を深めていくための段階がありますから、安心してくださいね？

それでは、まず、首が動かなくなってしまっていたなら、首を自由に動かせるようにしましょう。

私が、今から３つ数えると、首は自由に動きます。

３，２，１、はいっ！（手を叩く）　首が自由に動くようになりました！

はい、それでは、準備運動は終わりです。
【3 - 導入】
これから、本格的にリラックスしてぐっすりと眠れるように、催眠の段階を深めていきますよ？

それでは、目を閉じて…深呼吸をしてください。

大きく吸って…止めて。吐いて…吸って…吐いて…吸って…はい、いい調子です…

目を閉じたまま、想像してください…あなたは、今、ぐっすりと眠れるベッドがあることで有名な、高級ホテルのエレベーターの前にいます。

あなたは、５の倍数の階に予約をとったのは覚えているのですが、何階なのか、正確に思い出すことができません。

ですので、あなたは、５階ごとに、開いたドアの外を覗きこむことにしました。

エレベーターが止まるたびに、あなたは閉じている目を開いて、首を起こしましょう。

それでは、いきますよ？　１，２，３，４，５　はい、目を開けて首を起こして…

どうやら、この階ではないようです。目を閉じて、首をおろしてください…

エレベーターが登り続けます。６，７，８，９，１０、はい、目を開けて首を起こす…

ここでもないようです。目を閉じて、首を下ろして…

１１，１２，１３，１４，１５　もう一度目を開けて首を起こして…

まだまだかかるようです。目を閉じて頭を下ろす…

１６，１７，１８，１９，２０　開けて、起こして…

ココも違ったようです。　閉じて、おろして…

２１，２２，２３，２４，２５　目を開けて、起こす…

もう少しかかるようです。　目を閉じて、下ろす…

２６，２７，２８，２９，３０　さあ、開けて…首を上げて。

だいぶ近づいてますが違うようです　さあ、閉じて…首を下ろす…

３１，３２，３３，３４，３５，頑張って目を開けて…起こす。

どうやら、到着したようです。

疲れたあなたは部屋にはいると、すぐにベッドに潜りこみました。

さあ、目を閉じて…頭を下ろして…

とてもふかふかでいいベッドです。暖かくて柔らかくて、これ以上にない眠り心地です…

さあ、目を閉じたまま、私の声を聞いてください…

あなたはとっても疲れて眠い…疲れて眠い…体がおもーい、ずっしりとおもーい、沈み込むようにおもーい…

さあ、足がどんどん重くなってくる…とてもとても重く、そして、疲れてくる…

あなたの腕の筋肉も重くなる、そう、だんだん鉛のように、重く疲れてきます…

今度は、まぶたが重くなってきます、目が開かないぐらいにおもーくなってきます。あなたはうつらうつらしています。

さらに、疲れと眠気がおそってくる…

そう、まぶたがさらにさらにおもくなり、目が開かなくなる…

さあ、目をつむったまま…そう、つむったまま、私の声を聞きなさい…

私の声を聞けば、リラックスできて、とてもいい気持ちになります。あなたの体中の力が抜けて、ふわふわとくつろいだ気分になるのがわかるでしょう…

さあ、今度は深呼吸をしましょう…

吸って…止めて…！　吐いて…吸って…吐いて…吸って…吐いて…さあ、深呼吸を続けて…

深呼吸をするたびに、深ーく深ーく沈んでいきます。どこまでも深く、ぐんぐん深く沈んで、催眠状態になります…

深呼吸をするたびに、どんどん深くなり、私が起きてと言うまで、何があっても、目が覚めない…

そして、あなたは私の言うとおりになります…さらにさらに、深い催眠状態に入っていく…

さあ、今度は目をきつーく閉じて、そう、ぐっとぐっときつーく閉じて…もう、目を開けたいなんて思えないでしょう。とてもいい気持ちです。さあ、ゆったりと横たわって…私の声だけを聞きなさい…

【4 - イメージ】
さあ、目を閉じたまま、今からいうことをイメージして…そう、目をしっかりと閉じたまま、私の言うことを想像しましょう…

あなたを気持ちよく眠らせるために、私はあなたの右手を握ってあげることにしました。

（この時点で、右側のマイクから録音）

あなたの右手をすっぽりと包み込み、握りこぶしを作らせるようにしています…

今から３つ数えると、あなたは私の手に包まれて、右手を握りこんでしまいます…

３，２，１，はいっ…

右手が握りこまれる、がっしりと右手が握りこまれる、私の手に包まれて握りこまれる、グイグイと握りこんでいく、力いっぱい握りこんでいく…さあ、右手を開いてみて？　もう、開くことはできません…

さあ、今度は私はあなたの左手も握ってあげることにしました。

（この時点で、左側のマイクから録音）

さあ、今、私はあなたの左手を両手に取りました。

３つ数えたら、左手も私の手に包まれて握りこまれていきます…

３，２，１，はいっ…

左手が握られていく、私の手に包まれて握られる、どんどん包まれて握られる、ガチガチに左手が握りこまれる、グッと力を込めて握りこんでいく…もう自分ではどうすることもできません…

（この時点で、正面から録音）

それでは、私が今から３つ数えると、握りこまれたあなたの手から力が抜けていきます…いきますよ？

３，２，１，はいっ…

両手から力が抜けていく、どんどん力が抜けていく、握っていた手がほどけていく、もう握っていられない、手がだんだん開いていく…はいっ、手が開きました…

どうですか…？手から力が抜けると、全身が程よく、リラックスして来て、眠る準備が整ってきたでしょう…？
【5 - 暗示】
それでは、あなたがぐっすりと眠れるように、私がお世話をしてあげます…

さあ、私の言うことを聞いて…

３つ数えたら、ふかーく眠りましょう。

３，２，１…はいっ、眠って…

ふかーく眠って、体の力が抜けていきます、もう力が入りません、心の力も抜けます、ぼーっとしてきます…

さあ、全身を楽にしてください…今から私があなたが心地よく眠れるように、エアコンで部屋の温度調節を行います…

この部屋にまずは冷房を入れることにします。

この部屋のエアコンは、とても強力なんですよ？

一気に冷えてしまうんです。ちょっと寒くなるかもしれません…

それではスイッチを入れます…３，２，１，ハイッ。

さあ、冷房が入りました、涼しくていい気持ちです。でも、急に冷えてきました。寒空の中にいるように冷えてきます。体の芯が冷えきってしまいそうです…寒い寒い…寒くてたまらない…体が震えてしまいそうです…これは大変です…

ですが、私がエアコンを暖房に切り替えることにしました。

寒さはすぐに和らいできます。

ああ、温度調節スイッチの押し過ぎで、熱風が吹き出てきました。これは暑いです…真夏でもこんなに熱くない…サウナの中にいるようです…たまらない暑さです…汗が全身から吹き出そうなほどの暑さ…でも、すぐに室温は調整されて、熱さも和らいできます…

そして、気持ち良い温度になって、更にリラックスする。

心地よい眠りに落ちそうになっていく…

さあ、私がはいって言うと、あなたは眠りに落ちるように、深いふかーい催眠状態に入っていきます

３，２，１，はいっ。

深い催眠状態に入っていく、深く、ふかーく催眠状態に入る、眠るように深く、どこまでも深く沈んでいく…そして、私の言うことを聞けば聞くほど催眠状態になります…

私の言うことをよーく聞いてください。

あなたはもう夢見心地の状態で、ベッドで寝息を立てています…

私はベッドに寝ているあなたのために、お布団をかけてあげることにしました。

柔らかくていいお布団ですが、ちょっと重いお布団です。

３つ数えると、私はそのお布団をあなたの体の上にかけてあげます…

３，２，１，はいっ、

今お布団があなたの上にかかりました…

でも、やっぱり重すぎたようです。ちょっと息苦しくて、気分が悪くなってしまいます。ちょっとこれは苦しいです…重くて重くてたまらない…

でも、すぐに私は気がついて、軽い羽毛布団に取り替えることにしました。

ふう、気分が楽になってきました。急に楽になって、心地よい眠気に包まれていきます…軽くて柔らかい布団でいい気持ちです…

寝ているあなたが可愛くて、私はあなたの頭や胸を、優しく撫でていきます…

なでられればなでられるほど、気持ちが良くなって、フワフワとした気分に包まれていきます…

どんどん深く深く眠く、意識が沈んでいきます、なでられて沈んでいく、なでなでされて深くなる、もう眠気に逆らおうとは思わないでしょう…ぐっすりとあなたは眠っていく、なでられて眠りへと入っていく…もう、起きたいなんて思いません…

もうあなたは夢のなかです…
【6 - 解除】

それでは、あなたが朝までぐっすりと眠れるように、私が最後までお付き合いします…

私が、１０数えると、あなたは催眠から解けてぐっすりと眠り、次に起きた時には、心地よい目覚めを迎えることができるでしょう。

それでは、始めますね？

１０，９，あなたは催眠が解ける、８，７，６，解けてぐっすりと眠る、５，４，心地よく眠ってしまう、３，２、目覚めるまで眠る、１，０…はいっ、眠りました…。

それでは、目覚めた時に、もう一度お会いしましょう…

いつでも気持ちよく眠りたいときには、私に会いに来てくださいね？

それでは…おやすみなさい…

